
第１３回 阪神高速事業アドバイザリー会議 

議 事 概 要 

１．日 時：２０２２年１１月２日（水） １０：００～１１：３０ 

２．場 所：中之島フェスティバルタワー会議室 

３．出席者：浦西委員、河合委員、正司座長、関委員、中浜委員、松坂委員、矢野委員 

 （５０音順） 

４．議事要旨： 

 ○「議事(１)第11・12回議事概要」について説明。 

 ○「議事(２)2021年度決算報告」「議事（３）2022年度の事業実施状況・トピックス」に

ついて、それぞれ事務局より説明後、委員より以下のとおり意見が出された。 

＊ネットワーク整備において、既存路線と新規路線を繋げる際に分合流の形状が複雑に

なることがある。スペースの制約などもあると思うが、お客さまが走りやすい道路を

目指してほしい。 

＊ＥＴＣ通行であっても料金所では減速して走行するため、料金所においてドライバー

に交通安全を呼びかける表示などの検討をお願いしたい。 

＊リニューアル工事については、視覚的にわかりやすく丁寧な広報ができている。 

＊更なるお客さま満足度アップに向けて、高齢者のバリアフリー対応や、小さなお子さ

ま対応等、多様なお客さまが安心してご利用いただけるＰＡの案内表示に取り組んで

ほしい。 

＊広報について、Twitterのハッシュタグ機能や、Facebookのリマインダー機能をうま

く活用できている。 

＊ＥＴＣやＧＰＳを駆使し、例えば短区間利用がしやすい料金の在り方など柔軟に検討

してほしい。 

＊自動車のＥＶ化進展に伴い車両が今よりも重くなることで、高速道路の損傷が加速す

ることも考えられる。車両重量を加味した料金設定の在り方、若しくは高速道路事業

への自動車重量税活用について検討してはどうか。 

＊人手不足・物資不足の問題に関して、将来の高速道路事業に大きな影響を及ぼさない

よう備えることが重要ではないか。 

＊落下物処理対応のような危険な作業について、将来的には機械化を行う等、作業員の

リスク軽減に努めてほしい。 

＊大阪・関西万博の開催に向けて、万博協会と連携を密にし、渋滞情報の提供など、正

確な交通情報をお客さまに届けることで、万博交通と一般交通円滑化に努めていって

ほしい。 

＊その他、ＥＴＣ専用料金所の運用状況、リニューアル工事の渋滞対策、ランサムウェ

ア対策等に関して質疑応答があった。 

－以 上－ 


